
 
元

踏み外した左足 ぶつかったアンカー

支えることが出来なかったこと

　調査記入時の注意点－－①　所属欄は５項目の該当する項目に○マークの記入　　　②３要因(人的･物的・管理的）に関係・該当する要因に○－重要要因と思われる事項に◎を記入してください。（添付要因資料参照）

足を踏み外し転倒した際にアンカーボルトに強打

改善し誰でも安全に歩行できるよう管理すること。

コ　メ　ン　ト（追記・確認すべき事項）
物的
要因

災　　害　　発　　生　　要　　因

　強打し負傷した。

８月２５日（火）１４時５０分

ロープ及び表示による通路側の立入禁止 ロープを使用しての荷降ろし

被災者 大工 24 所属

　ローリング足場上の資材を下す際、段差部分に足を踏み外し転倒し、飛び出でいたアンカーボルトに大腿を

経験年
初期の対策状況含む事項(写真含）

番
号

人的
要因

災
害
発
生
時
記
録

発生月日　時 工事内容 集成材木建工事

管理的要
因

職種

ボルト先端に養生キャップを取り付ける。

2 足元が段差となっていたこと。 ○ 段差となっている面を立入禁止とした。

1 両手で資材を持っていたため、バランスを崩した際に体を

3 アンカーボルトが養生されていなかったこと。 ○

◎

三次下請け

安全な態勢で行う

通路として使用する部分の凸凹、段差などは

左大腿部打撲挫傷被災程度

足場から資材等を下す場合は二人で行う。若しくはロープ等を使用し

災
害
発
生
状
況
(

写
真

咂

同種工事の再発防止対策

　　作業通路側を立ち入り禁止囲いと標示を行い、足場上よりロープにて荷を降ろした。

転倒ー６	


